
■人口 17,727 人（ー28）
　男性 8,668 人（ー 13）
　女性 9,059 人（ー 15）
■世帯 6,655 戸（ー 8）
※平成 22.12.１現在
　　　（ ）内は対前月比

まちのすがた
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「
輝
く
笑
顔　

い
ち
か
わ
み
さ

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」
は
、

町
内
で
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
意
識
啓

発
の
た
め
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
さ
と

ち
ゃ
ん
家
で
も
、
マ
マ
が
出
席
し
た
み
た

い
。
さ
っ
そ
く
意
識
が
高
ま
っ
た
よ
う
で

す
よ
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

▼
マ
マ　

10
月
23
日
、
私
も

所
属
し
て
い
る
市
川
三
郷
町

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
「
輝

く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
パ
パ　

と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参

画
っ
て
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
け
？

▼
マ
マ　
「
男
ら
し
さ
」
と
か
「
女

ら
し
さ
」
と
か
の
イ
メ
ー
ジ
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
方

を
理
解
し
あ
っ
て
、
協
力
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
ね
。

▼
パ
パ　

お
ー
ぅ
、
す
ご
い
な

母
さ
ん
！

▼
マ
マ　

現
代
人
に
と
っ
て
、
こ

の
く
ら
い
は
当
然
よ
！
！

▼
パ
パ　

と
こ
ろ
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ
い
？

▼
マ
マ　

今
回
は
２
部
構
成
に

な
っ
て
い
て
、
第
１
部
で
は
8
月

に
募
集
し
た
「
輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ

と
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
あ
っ

た
の
よ
。▼

み
さ
と　

み
さ
と
も
出
し
た
け

ど
、
ま
た
ま
た
落
選
し
ち
ゃ
っ

た
！
残
念
！

シリーズ
男女共同参画

輝く笑顔
いちかわみさと
� 第 37 回 �

みんなで考えよう

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
で
は
、
10
月
23

日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

ま
た
、
町
民
対
象
に
「
第
２

次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策

定
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

大賞を受賞した内藤雅人さん（左）とコメントする受賞者

■
大
会
大
賞

　

赤
ち
ゃ
ん
を　

　
　

そ
っ
と
か
か
え
る　

力
コ
ブ

六
郷
中
学
校
３
年　

内
藤
雅
人

■
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
長
賞

　

キ
ラ
キ
ラ
と　

　
　

輝
く
パ
パ
の　

家
事
姿

市
川
高
等
学
校
３
年　

幡
野
佳
奈

■
教
育
委
員
長
賞

　

エ
プ
ロ
ン
を

　
　

母
か
ら
父
へ　

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

市
川
小
学
校
６
年　

池
谷
実
莉

　

家
事
を
す
る

　
　

父
の
背
を
見
て　

ぼ
く
も
す
る

市
川
中
学
校
１
年　

石
原
弘
基

　

す
て
き
だ
な

　
　

育
児
休
暇
を　

と
る
夫

市
川
高
等
学
校
１
年　

木
下
勝
志

■
三
升
会
長
賞

　

な
べ
洗
う

　
　

パ
パ
の
笑
顔
も　

く
も
り
な
し

市
川
小
学
校
６
年　

依
田
更
紗

　

母
が
寝
て

　
　

ぬ
ら
り
く
ら
り
と　

家
事
の
音

六
郷
中
学
校
３
年　

望
月
優
也

　

お
か
え
り
と

　
　

お
た
ま
を
持
っ
て　

笑
う
父

市
川
高
等
学
校
３
年　

水
地
史
江

■
入
選

　

初
め
て
の

　
　

父
の
料
理
に　

み
な
笑
顔

上
野
小
学
校
５
年　

戸
田
雄
太
郎

　

ぼ
く
の
い
え

　
　

ぱ
ぱ
と
ま
ま
で　

か
じ
は
ん
ぶ
ん

上
野
小
学
校
２
年　

竹
内
勇
斗

　

ふ
ろ
あ
ら
い

　
　

ぼ
く
に
ま
か
せ
て　

お
か
あ
さ
ん

市
川
小
学
校
６
年　

村
松
和
真

輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と

川
柳（
標
語
）コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

■いちかわみさとフォーラム
■町民アンケート結果

レポート

男女共同参画
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2011
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▼
マ
マ　

表
彰
式
で
は
、
入
賞
者

の
皆
さ
ん
に
作
品
を
作
っ
た
時
の

情
景
を
コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
の
。

▼
み
さ
と　

お
ー
、
そ
れ
は
あ
り

が
た
い
。
来
年
の
た
め
に
参
考
に

す
る
の
じ
ゃ
ー
。

▼
マ
マ　

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
言

葉
を
探
し
た
の
で
は
な
く
、
日
頃

の
些
細
な
情
景
や
想
い
描
く
家
族
像
を
川

柳
に
し
て
く
れ
た
ら
し
い
の
。
な
ん
だ
か

と
て
も
感
動
し
た
わ
。
町
の
文
化
協
会
に

所
属
し
て
い
る
川
柳
三
升
会
の
望
月
会
長

も
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
わ
。

▼
み
さ
と　

み
さ
と
も
来
年
こ
そ

は
頑
張
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
っ
！

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

▼
マ
マ　

さ
て
、
第
２
部
よ
。
第

２
部
で
は
「
え
が
り
て
の
会
」
に

よ
る
会
話
劇
が
行
わ
れ
た
の
よ
。

▼
え
が
り
て
？

▼
マ
マ　
「
え
が
り
て
」
っ
て
い

う
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
平
等
っ
て

い
う
意
味
よ
。

▼
パ
パ　

オ
ー
、
ト
レ
ビ
ア
ー

ン
！

▼
マ
マ　

え
が
り
て
の
会
は
、「
気

付
き
」
か
ら
意
識
を
変
え
る
こ
と

を
促
す
手
段
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
っ
て
い
る
旧
三
珠
町
出
身
の
グ
ル
ー

プ
よ
。
も
う
活
動
を
始
め
て
５
年
目
で

す
っ
て
。
県
内
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
る
の
よ
。

▼
パ
パ　

へ
ぇ
、
た
い
し
た
も

ん
だ
ね
。

▼
マ
マ　

特
に
「
み
た
ま
の
湯
に

て
」
は
人
気
演
目
で
シ
リ
ー
ズ
化

さ
れ
て
い
る
の
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

も
「
み
た
ま
の
湯
に
て
」
シ
リ
ー
ズ
第
６

弾
、「
み
た
ま
の
湯
に
集
ま
っ
た
仲
間
が
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
？
…
さ
て
…
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ

た
の
。

▼
パ
パ　

東
日
本
大
震
災
か
ら
も

う
半
年
以
上
経
つ
の
か
ぁ
。

▼
マ
マ　

も
う
じ
ゃ
な
い
の
よ
。

ま
だ
半
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の

よ
。
た
っ
た
半
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い

の
に
、
あ
の
時
強
く
感
じ
た
家
族
や
身
近

な
人
と
の
絆
に
つ
い
て
忘
れ
か
け
て
な

い
？
「
え
が
り
て
の
会
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
付
か
せ
て
く
れ

る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
わ
。
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て
町
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
の
有
泉
妙
子
会
長
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
わ
。

周りの人々の中で生かされ
ている自分を再認識し、毎
日をつつがなく暮らせる小
さな幸せがとても大切なこ
となのだと、改めて気付か
されました。

　

肩
並
べ　

　
　

料
理
を
ふ
る
ま
う　

父
と
母

市
川
小
学
校
６
年　

渡
井
彩
未

　

父
さ
ん
が

　
　

と
き
ど
き
変
身　

コ
ッ
ク
さ
ん

市
川
小
学
校
６
年　

藤
巻
花

　

イ
ク
メ
ン
で

　
　

育
児
も
家
事
も　

分
か
ち
合
い

市
川
小
学
校
６
年　

村
松
香
奈
子

　

育
児
す
る

　
　

な
れ
た
手
つ
き
の　

お
と
う
さ
ん

市
川
小
学
校
６
年　

渡
辺
裕
友

　

だ
い
ど
こ
ろ

　
　

き
ょ
う
は
父
さ
ん　

り
ょ
う
り
長

市
川
小
学
校
６
年　

遠
藤
岳

　

お
と
う
さ
ん

　
　

り
ょ
う
り
を
す
れ
ば　

は
は
歓
喜

市
川
東
小
学
校
４
年　

安
田
彰
祐

　

家
事
を
す
る

　
　
　

父
の
姿
で　

母
笑
顔

市
川
東
小
学
校
６
年　

伊
藤
勇
矢

　

父
と
子
で

　
　

作
る
ぎ
ょ
う
ざ
は　

プ
ロ
な
み
だ

大
塚
小
学
校
６
年　

村
松
夏
彦

　

父
の
味　

　
　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ　

母
仰
天

大
塚
小
学
校
６
年　

深
田
崚
介

　

家
の
中

　
　

母
さ
ん
父
さ
ん　

同
じ
位
置

六
郷
中
学
校
３
年　

笠
井
野
乃
花

　

性
別
を

　
　

超
え
た
未
来
に　

あ
る
光

六
郷
中
学
校
３
年　

土
橋
剛

　

レ
シ
ピ
本

　
　

弁
当
男
子
の　

必
じ
ゅ
品

市
川
中
学
校
２
年　

池
谷
明
莉

　

母
の
横　

　
　

共
に
家
事
す
る　

父
の
顔

市
川
中
学
校
２
年　

西
野
優
妃

　

手
料
理
を

　
　

作
る
父
の
背　

頼
も
し
い

市
川
中
学
校
２
年　

武
上
詩
多
莉

　

不
器
用
な

　
　

父
の
料
理
は　

あ
た
た
か
い

市
川
中
学
校
１
年　

座
光
寺
成
穂

１回目のコンテストの時
から審査員として協力
させていただいてます
が、応募作品を見ている
と年々上手になっていま
す。私としても、とても
うれしいです。

三升会  望月健三会長

えがりての会による会話劇「みたまの湯にて」

みんなで考えよう

男女共同参画

町男女参画推進委員会
              有泉妙子 会長
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お
弁
当

　
　

母
と
父
の　

コ
ラ
ボ
で
す

三
珠
中
学
校
１
年　

五
味
奈
美
子

　

父
と
母

　
　

２
人
３
脚　

次
の
家
事

三
珠
中
学
校
１
年　

河
野
ま
ど
か

　

不
器
用
に

　
　

育
児
に
励
む　

父
の
顔

市
川
高
等
学
校
１
年　

磯
野
真
子

　

安
売
り
を

　
　

目
指
し
て
走
る　

父
の
背
中

市
川
高
等
学
校
１
年　

青
柳
美
穂

　

こ
の
社
会

　
　

男
も
女
も　

主
人
公

市
川
高
等
学
校
１
年　

渡
邉
凌
也

　

主
婦
と
主
夫

　
　

家
事
を
し
あ
っ
て　

学
び
あ
う

市
川
高
等
学
校
２
年　

矢
﨑
翼

　

父
の
家
事

　
　

似
合
わ
な
い
け
ど　

か
っ
こ
い
い

市
川
高
等
学
校
２
年　

佐
野
裕
次
郎

　

家
事
仕
事

　
　

夫
婦
２
人
の　

い
こ
い
の
場

市
川
高
等
学
校
２
年　

芦
澤
樹

　

お
父
さ
ん

　
　

家
事
に
子
育
て　

お
っ
と
っ
と

市
川
高
等
学
校
３
年　

名
取
優
美

　

う
ち
の
パ
パ　

ブ
サ
イ
ク
だ
け
ど

　
　

イ
ク
メ
ン
じ
ゃ
ん

市
川
三
郷
町
楠
甫　

笠
井
恵

　

パ
パ
料
理

　
　

輝
く
星
座　

１
ツ
星

市
川
三
郷
町
大
塚　

薬
袋
昭
兵

　

育
メ
ン
が　

　
　

普
通
に
な
っ
た　

良
い
世
代

市
川
三
郷
町
中
山　

有
泉
志
づ
子

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
施
策
の
町
の
基
本
指
針
と
な
る
「
第
２

次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
、

今
年
の
夏
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
集
計
の
速
報
結
果
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

　

教
育
部
会
で
は
、
土
地
柄
や
慣
習
の
影

響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
地
域
の
役
を
担
う

組
長
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

回
答
率
は
約
68
％
で
、
年
代
は
60
代
が
最

も
多
く
次
い
で
70
代
、
50
代
だ
っ
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
の
認

知
度
は
約
80
％
で
、
山
梨
県
で
の
認
知
度

72
％
を
上
回
っ
た
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
」
の
考
え
に
は
反
対
派
が
賛
成
派
を
大

き
く
上
回
り
、
男
性
で
は
５
倍
、
女
性
で

は
８
倍
の
差
が
あ
っ
た
。

　

生
活
の
各
分
野
で
の
男
女
の
地
位
の
平

等
感
で
は
、
平
等
と
の
答
え
が
ダ
ン
ト
ツ

に
多
か
っ
た
の
は
「
学
校
」
で
約
60
％
、

以
下
「
家
庭
」「
地
域
」「
職
場
」「
社
会
」

と
続
い
た
。
し
か
し
、「
地
域
」「
職
場
」「
社

会
」
の
分
野
で
『
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
』と
感
じ
て
い
る
女
性
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　
『
女
性
に
組
長
や
区
長
を
任
せ
ら
れ
る

か
』
と
の
問
い
に
は
、「
任
せ
て
よ
い
」

と
の
答
え
が
多
か
っ
た
が
、「
任
せ
ら
れ

な
い
」
と
答
え
た
人
の
理
由
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
女
性
が
ひ
き
う
け
な
い
」

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　

健
康
福
祉
部
会
で
は
、
町
内
の
事
業
所

に
勤
め
る
従
業
員
の
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
特
に
「
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
や
恋
人
間
な

ど
の
暴
力
）」
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
と
認
め

ら
れ
る
行
為
で
も
、
Ｄ
Ｖ
と
し
て
の
認
識

が
薄
い
も
の
が
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。
特

に
け
が
を
伴
う
な
ど
の
肉
体
的
な
暴
力
は

Ｄ
Ｖ
だ
と
多
く
の
方
に
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、
交
友
関
係
や
電
話
の
相
手
を
細
か
く

監
視
す
る
な
ど
の
精
神
的
暴
力
に
つ
い
て

は
認
識
が
薄
く
、
今
後
広
く
知
ら
せ
て
い

く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　

ま
た
、
有
効
回
答
者
の
１
／
６
が
Ｄ
Ｖ

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
お
り
、

現
実
問
題
と
し
て
身
近
に
起
こ
り
得
る
問

題
だ
と
分
か
っ
た
。
町
に
は
Ｄ
Ｖ
を
受
け

た
時
な
ど
に
相
談
に
応
じ
る
職
員
が
い
る

が
、
そ
の
認
知
度
も
低
く
、
今
後
は
推
進

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

労
働
環
境
部
会
で
は
、
町
内
の
事
業
所

に
勤
め
る
従
業
員
の
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
年
代
は
50
代
が
最
も

多
く
次
い
で
40
代
、
30
代
だ
っ
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
の
認

知
度
は
68
％
だ
っ
た
（
若
い
世
代
は
男
女

共
同
参
画
が
当
た
り
前
の
感
覚
で
生
活
し

て
い
る
た
め
、
言
葉
と
し
て
の
認
知
度
は

低
い
傾
向
に
あ
る
）。
こ
の
結
果
を
受
け
、

今
後
広
報
を
始
め
と
し
て
さ
ら
な
る
推

進
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
資
料
提
供
の
場
を

設
け
る
こ
と
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
家
事
・
育
児
に
専
念
す
る
時
間
は
、

夫
に
比
べ
て
妻
の
方
が
平
日
・
休
日
を
問

わ
ず
長
く
、
妻
の
負
担
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
も
分

か
っ
た
。

健
康
福
祉
部
会

こ
れ
か
ら
は
女
性
自
身
の
意

識
改
革
も
必
要

労
働
環
境
部
会

教
育
部
会

さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画
推

進
の
広
報
活
動
が
必
要

Ｄ
Ｖ
は
身
近
に
起
こ
り
う
る

問
題

入
賞
作
品
は
12
月
中
旬
ま
で

本
庁
舎
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
役
場
各
支
所

で
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

男女共同参画についての問い合わせは町企画課企画政策係☎ 055-272-1103 まで

みんなで考えよう

男女共同参画

町民
アンケート
レポート

町民
アンケート
レポート

町民
アンケート
レポート
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

笠井　美雪
（南部中２年）

平本真理子
（駿台甲府中１年）

小林　龍太
（八代小６年）

宮川智奈津
（笛吹市）

丸茂　寿枝
（甲府市）

長田　真侑
（甲府西高校）

鈴木　優菜
（御坂西小１年）

窪田　真衣
（甲運小２年）

遠藤のえる
（石和第四保育所）

天野　舞子
（日川高校）

河内　華苗
（上野原市）

岸　雅篁
（東京都）

古屋　茉央
（御坂西小３年）

菊島恋優姫
（竜王西小４年）

加茂　壽文
（白根源小５年）

武井　志歩
（筑波大学）

上山　泉
（甲斐市）

駒井　妙子
（甲府市）

■
大
会
大
賞

（第２部）

長沼　正子（南アルプス市） 菅野紗里奈（一宮中３年）

第 18 回
大門碑林

全国書道展
入選作品

　

今
年
も
第
18
回
大
門
碑
林
全

国
書
道
展
の
入
賞
作
が
出
揃
い
ま

し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
４
，

１
４
６
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

第
１
部（
幼
児
～
中
学
生
）
で
は

菅
野
紗
里
奈
さ
ん
、
第
２
部（
高

校
生
以
上
）
で
は
長
沼
正
子
さ
ん

が
み
ご
と
大
会
大
賞
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
山
梨
県
書
道
会

理
事
長
で
あ
る
鈴
木
石
蹤
先
生
は

「
菅
野
さ
ん
の
作
品
は
紙
面
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
堂
々
と
し
た
書
体
」

「
長
沼
さ
ん
の
作
品
は
難
し
い
小

篆
の
線
か
ら
技
術
の
高
さ
が
伺
え

る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

大
会
大
賞
受
賞
作
品
は

堂
々
と
し
た
書
体
、
篆

書
体
の
技
術
の
高
さ
を

評
価

問町教育委員会生涯学習課　☎ 055-272-6094

（第１部）

（敬称略）
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全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
と
は
、
２

年
に
１
回
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
47
都
道
府

県
を
代
表
す
る
女
性
消
防
隊
が
一
同
に

集
ま
り
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
う
大

会
。
使
用
す
る
ポ
ン
プ
は
軽
可
搬
式
と

呼
ば
れ
１
チ
ー
ム
５
人
で
組
ま
れ
ま

す
。
全
体
の
指
示
、
ポ
ン
プ
の
取
り
扱

い
、
ホ
ー
ス
の
接
続
な
ど
を
経
て
放
水

し
、
火
点
に
見
立
て
た
２
つ
の
標
的
を

落
と
す
と
い
う
も
の
。
そ
の
行
程
の
機

敏
さ
、
正
確
さ
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

全
体
の
順
位
を
決
定
す
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
操
法
自
体
を
見

た
こ
と
が
な
く
礼
式
さ
え
も
知
ら
な
い

な
か
、
最
初
は
大
き
な
戸
惑
い
が
あ
っ

た
。
多
く
の
隊
員
は
入
隊
す
る
こ
と
自

体
を
迷
っ
た
が
、
迷
っ
た
大
き
な
理
由

は
操
法
大
会
出
場
を
懸
念
し
て
の
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。

　

練
習
は
６
月
か
ら
週
２
回
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
後
２
時
間
程
度
を
費
や
し

た
。
予
備
知
識
な
し
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
動
き
も
ぎ
こ

ち
な
く
本
人
た
ち
も
周
り
も
不
安
な
表

情
は
隠
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
峡
南
消

防
署
員
や
消
防
主
任
の
熱
心
な
指
導
の

下
、
次
第
に
動
き
も
さ
ま
に
な
り
操
法

の
一
連
の
動
作
を
覚
え
る
段
階
ま
で
く

る
と
隊
員
の
目
つ
き
も
変
わ
っ
て
き
た
。

　

初
め
て
の
タ
イ
ム
計
測
は
１
分
30

秒
。
全
国
レ
ベ
ル
の
タ
イ
ム
は
１
分

を
切
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
隊
員

た
ち
は
、
週
２
回
だ
っ
た
練
習
も
隊
員

自
ら
の
申
し
出
に
よ
り
週
３
回
に
増
や

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
動
作
、
そ
し
て

連
携
を
深
め
る
操
作
の
練
習
を
繰
り
返

し
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
っ
た
。
そ

れ
は
補
欠
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
同

じ
で
、
い
つ
自
分
の
出
番
が
来
て
も
良

い
よ
う
に
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が

ら
、
自
ら
の
練
習
を
欠
か
さ
ず
繰
り
返

し
て
い
た
。
そ
し
て
本
番
３
週
間
前
、

イ
チ
ガ
ン
と
な
っ
て
望
ん
だ

　
　

軽
可
搬
式
ポ
ン
プ
操
法

市
川
三
郷
町
女
性
消
防
隊

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場
ま
で
の
記
録

第 20 回
全国女性消防操法大会

　町役場女性職員 12 人で市川三郷町女性消防隊が結成

されたのは今年４月。火災予防の啓発や独居老人の訪問、

有事の際、女性ならではのきめ細かな気配りや対応が期

待されての結成だった。また今年、女性消防隊にはもう

一つの大きな目標があった。それは「第 20 回全国女性

消防操法大会」への出場。本町で女性消防隊が全国大会

に出場するのは、旧市川大門町の大同婦人消防隊が出場

して以来 14 年ぶり。彼女たちの結成から全国大会出場

までをレポート。
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　すべてが初めての経験のな
か、隊員たちは 38 回に及ぶ練
習をよく耐え、大会出場まで
頑張ってくれました。山梨県
代表として胸を張れる立派な

成績だったと思います。大会は終わりまし
たが、これからの活動こそが女性消防隊に
期待されている役割です。結成まで産みの
苦しみはありましたが、町民の痛みがわか
る消防隊員に育ってほしいと願っています。

No.075�

つ
い
に
目
標
で
あ
る
１
分
の
壁
を
乗
り

越
え
、
入
賞
を
狙
え
る
ほ
ど
の
操
法
を

体
で
覚
え
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
19
日
い
よ
い
よ
本
番

当
日
。「
い
つ
も
ど
お
り
の
力
を
出
せ

ば
入
賞
も
夢
で
は
な
い
」
指
導
に
当

た
っ
た
消
防
署
員
、
消
防
団
、
役
場
職

員
な
ど
全
員
が
信
じ
て
選
手
を
送
り
出

し
た
。
大
き
な
自
信
と
は
裏
腹
に
、
あ

ま
り
の
緊
張
で
前
の
晩
は
ほ
と
ん
ど
寝

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
隊
員

た
ち
は
、
い
ざ
本
番
一
発
勝
負
の
舞
台

に
立
っ
た
。

　
「
集
ま
れ
！
」指
揮
者
の
気
合
の
入
っ

た
声
が
会
場
に
響
き
「
操
作
始
め
！
」

の
号
令
と
共
に
一
斉
に
動
き
出
す
選
手

た
ち
。
機
敏
な
動
き
と
正
確
な
動
作
で

全
て
の
操
作
は
順
調
に
進
ん
だ
。
大
き

な
ミ
ス
も
な
く
放
水
が
始
ま
り
１
番
員

が
１
つ
目
の
標
的
を
落
と
し
た
と
き
、

指
導
に
当
た
っ
た
消
防
署
員
の
手
元
の

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
は
今
ま
で
の
最
高

タ
イ
ム
を
た
た
き
出
し
て
い
た
。「
い

け
る
！
」
そ
う
確
信
し
た
と
い
う
。
続

い
て
２
つ
目
の
標
的
に
照
準
を
絞
っ
た

と
き
、
折
か
ら
の
向
か
い
風
が
強
さ
を

増
し
た
。
風
に
あ
お
ら
れ
た
放
水
先
は

大
き
く
広
が
り
、
激
し
い
水
し
ぶ
き
を

上
げ
た
た
め
狙
い
を
定
め
る
の
も
難
し

く
、
さ
ら
に
標
的
に
か
か
る
水
圧
も
弱

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
放
水
先
が
当

た
っ
て
は
い
る
も
の
の
な
か
な
か
落
ち

な
い
標
的
。
時
間
に
す
れ
ば
10
秒
程
度

だ
っ
た
と
思
う
が
、
選
手
た
ち
、
そ
れ

を
見
守
る
関
係
者
た
ち
に
は
と
て
つ
も

な
く
長
い
時
間
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
２
つ
目
の
標
的
を

落
と
し
、
無
事
に
操
法
を
終
了
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
目
標
の
タ
イ
ム
を

大
き
く
ロ
ス
す
る
結
果
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
時
間
切
れ
に
よ
っ
て

操
法
を
中
止
さ
せ
ら
れ
る
隊
も
出
て
く

る
中
、
選
手
た
ち
は
見
事
に
操
法
を
や

り
遂
げ
公
式
記
録
を
残
し
た
。

　

長
い
緊
張
感
か
ら
開
放
さ
れ
た
選
手

た
ち
だ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
笑
顔
を

見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
悔
し
い
気

持
ち
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
今
ま
で
一
緒

に
練
習
し
て
き
た
補
助
の
女
性
消
防

隊
、
指
導
し
て
く
れ
た
消
防
署
員
、
消

防
団
員
、
影
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

応
援
し
て
く
れ
た
関
係
者
た
ち
の
恩
に

報
い
る
た
め
、
立
派
な
成
績
を
報
告
で

き
な
い
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
う
気
持

ち
が
強
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
女
性
消
防
隊
で
の
初
め
て

の
大
き
な
挑
戦
は
終
了
し
た
。
残
念
な

が
ら
目
標
に
し
て
い
た
入
賞
は
な
ら
な

か
っ
た
が
「
何
か
に
懸
命
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
さ
」「
仲
間
と
一
丸
に
な
る

こ
と
の
価
値
」「
感
謝
す
る
気
持
ち
の
大

切
さ
」
を
、
選
手
、
関
係
者
と
も
互
い

に
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
価
値
あ
る
経
験

と
な
っ
た
。

消   防   団   員
女性消防隊員

愛するまちを守りたい
安心あふれるまちにしたい

募集
　仕事を持ちながら、子どもを
育てながら、地域の安心と安全
のためにチカラを結束させた消
防団員。さあ、皆さんも一緒に、
愛するまちを守りませんか。

詳細は町総務課防災防犯係
☎ 055-272-1101 まで

　峡南消防本部北部消防署では
11 月 14 日、秋の火災予防週間
行事の一環として女性消防隊の
天野敦子副隊長を１日消防署長
に任命しました。天野副隊長は
署内での朝礼に出席後、管内の
スーパーなどで啓発グッズを配
りながら火災予防を呼びかけま
した。

町女性消防隊副隊長が
峡南消防本部北部署の
１日署長に！

12
2011

　練習は体力的にきつかった
のですが、皆さんの応援のお
かげでなんとか乗り切ること
ができました。指導していた
だいた消防署員や消防団員、
わがままを聞いてくれた消防主任、応援し
てくれた関係者や家族、全ての方に心から
感謝しています。また、普段何気なく感じ
ていた消防団の苦労も知ることができ良い
経験になりました。

interview
支えてくれた全ての人に感謝

女性消防隊  丹澤昌世  隊長
町民の痛みがわかる消防隊員に

町消防団  市川朝継  団長



　

こ
の
住
宅
建
設
予
定
地
で
あ
る

山
保
地
区
は
、
７
つ
の
地
域
か
ら

な
り
、
定
住
促
進
住
宅
は
そ
の
中

の
帯
那
地
域
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

年
平
均
だ
と
甲
府
盆
地
よ
り
気
温

が
２
～
３
℃
低
く
、
夏
は
涼
し
く

快
適
で
す
。
ま
た
冬
の
寒
さ
も
厳

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
地
域
の
子
ど
も
は
、
町
立

市
川
東
小
学
校
に
通
学
し
て
い
ま

す
が
、
市
川
東
小
学
校
の
校
舎
は

平
成
20
年
８
月
に
新
築
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
児
童
数
7
名
の
小
規

模
校
で
す
が
、
児
童
一
人
ひ
と
り

へ
の
き
め
こ
ま
や
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
て
の
学
校
生
活
は
、
児
童

を
の
び
の
び
と
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

新
た
な
住
民
が
増
え
れ
ば
、
市

川
東
小
や
山
保
地
区
は
も
ち
ろ

ん
、
市
川
三
郷
町
全
体
が
さ
ら
に

元
気
に
な
り
ま
す
。
町
外
在
住
の

友
人
、
知
人
に
子
育
て
世
帯
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て
下

さ
い
。
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誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

10月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

12
2011

り    

り    

あ

ゆ 

づ 

き

な　

な
は
や
て

ゆ 

ず 

き

り    

り    

あ

ゆ 

づ 

き

な　

な
は
や
て

ゆ 

ず 

き

▶町外の友人、知人にご紹介下さい▶町外の友人、知人にご紹介下さい▶町外の友人、知人にご紹介下
さ
い
▼
町
外
の
友
人
、
知
人
に
ご
紹
介
下
さ
い
▼
町
外
の
友
人
、
知
人
に
ご
紹
介
下
さ
い
▼
町
外
の
友
人
、
知
人
に
ご
紹
介下さい▶町外の友人、知人にご紹介下さい▶町外の友人、知人にご紹介下さい▶町外の友人、知

町
外
の
友
人
、
知
人
に
ご
紹
介
下
さ
い
▼
町
外
の
友
人
、
知
人
に
ご
紹
介
下
さ
い
▼
町
外
の
友
人
、
知
人
に
ご
紹
介

風
光
明
媚
な
山
保
地
区
で

快
適
子
育
て

戸
建
て
新
築
住
宅
を
格
安
で
賃
貸

町
外
在
住
の
子
育
て
世
帯

を
対
象
に
定
住
促
進
住
宅

入
居
者
募
集

　

四
尾
連
湖
を
有
す
る
自
然

豊
か
な
山
保
地
区
。
そ
の
中

の
集
落
の
一
つ
「
帯
那
地
域
」

に
定
住
促
進
を
目
的
に
し
た

新
築
の
戸
建
て
住
宅
の
建
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲市川東小学校

■申し込み資格

　入居時に小学３年生以下の子が
おり、市川東小学校へ卒業するま
で在籍することができる方。
　自治組織に加入し、地域活動に
積極的に参加、協力できる方。他
■申し込み書

　町企画課で受け取るか、町ＨＰよ
りダウンロードして下さい。
■申し込み期間

　平成 24 年１月 31 日まで 問町企画課企画政策係
　☎ 055-272-1103

【住宅の概要】
■所在地 市川三郷町山保（帯那地域）■間取
り ３LDK　■募集戸数 ２戸　■家賃（1 カ月） 
入居時２万円（子が高校以上 20 歳未満となっ
た時３万円、世帯員が全て 20 歳以上となった
時５万円）　■交通 増穂 IC より約 6.5㎞　市川
大門駅より約 4.6㎞　市川本町駅より約 4.2㎞
　■水道 町営簡易水道　■下水道 合併浄化
槽　■ペット 不可　■周辺施設 山保保育所
1.7㎞　市川東小 1.9㎞　市川中 4.1km（スクー
ルバスあり）　市川高校 5.2㎞　町立病院 4.8㎞
　町役場 5.4㎞　鰍沢警察署市川分庁舎 4.1km



死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。
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12
2011

り    

り    

あ

ゆ 

づ 

き

な　

な
は
や
て

ゆ 

ず 

き

平成 23 年度　自衛官等募集案内
区分 種目 資格 受付期間 試験期日 待遇・その他

中
学
卒
業
後
の
進
学
コ
ー
ス

高等工科学校
（推薦）

中学校卒業
( 見込み含）

17 才未満の男子で中学校長
等が推薦する者

11/1 ㈫～
H23/1/6 ㈮

H24/1/ ７㈯～９㈪まで
の間で

指定する１日

・ 全寮制で、規則正しい団体生活を通
じた教育を実施

・ 高校の普通科と同等の教育を受講
・ 将来のためテクノロジー教育を重視
・ ３学年修了時に高校卒業資格が得ら

れ、防衛大学校の受験も可能
・ 入学から約４年後３等陸曹に昇任し、

定年まで勤務が可能
・ 選抜試験に合格すれば幹部に昇任も

可能

高等工科学校
（一般）

中学校卒業
（見込み含）

17 才未満の男子

11/ １㈫
～

H23/1/7 ㈮

１次試験
H24/1/14 ㈯

２次試験
H24/1/28 ㈯～ 31 ㈫ま
での間で指定する１日

自
衛
隊
の
学
資
金
貸
与
制
度

貸費学生

現在大学で理学・工学を専
攻し、来春３・４年次及び

大学院の学生で、26 歳未満
（大学院生は 28 歳未満）の

男・女

12/1 ㈭～
H23/1/14 ㈮

１次試験
H24/ ２/ ４㈯

・ 合 格 発 表 後、24 年 ４ 月 か ら 正 規
の 修 行 年 限 が 終 わ る 月 ま で 毎 月
54,000 円を貸与

・ 夏休みを利用して将来勤務する研
究開発機関や部隊を研修

・ 卒業後は、陸・海・空幹部候補生
として採用され、幹部自衛官とし
て必要な教育を受講

・ 自衛官として一定以上勤務すると、
学資金の返還を免除

問 自衛隊山梨地方協力本部南アルプス募集センター☎ 055-283-5150

　高額医療・高額介護合算療養費制度とは、月
単位で計算された高額医療、高額介護とは別に、
同じ世帯で医療と介護の両方を利用した場合に
年単位で計算され、限度額以上を支給する制度
です。
　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員
の、平成 22 年８月～平成 23 年７月までの医
療保険と介護保険の自己負担額を合計し、基準
額を超えた場合に対象となります。
　対象者には平成 24年１月初旬に郵送でお知
らせします。（お知らせには仮計算の結果、支
給できる見込額が記載されています）

【注意】次に該当する方にはお知らせができな
い場合があります。
■�平成 22 年８月～平成 23 年７月までの間に
市町村を越えて転居された方

■他の医療保険から後期高齢者制度に移った方
■死亡された方
※該当すると思われる方は次までご連絡下さい。
※�申請は平成 23 年７月 31 日に住所のあった
市町村窓口で受け付けます。

【問い合わせ】

町町民課国保年金係☎ 055-272-1105
山梨県後期高齢者医療広域連合☎055-236-5671

医療と介護の両方を受けている世帯に 高額医療・高額介護合算
療養費制度のお知らせ

第 36 回

市川三郷町六郷地区
一周駅伝競走大会 

12 月 11 日 ㈰
ニードスポーツセンター
午前 10 時スタート！
　
沿道での声援が選手
のチカラになります！



　
　

今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

12 
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101

企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095　保育課保育係055-240-4160

【三珠庁舎】

三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157
【六郷庁舎】

六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0120-704-553←無料　055-272-7799
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 ～ 11:30） 
　内　　　科　⇨　月～金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月～金
　泌 尿 器 科　⇨　月～金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月・火・水・木・金（水・木
は午前のみ、金は第１・３・５週）

　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時～４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は…
■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
12
月
21
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室
問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
12
月
12
日
㈪
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
12
月
13
日
㈫
六
郷
町
民
会
館
問
町

社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
12
月
12
日
㈪
14
時
〜
16
時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務
課
庶

務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
12
月
６
日
㈫
14
時
〜
16
時 

六
郷

町
民
会
館
２
階
小
会
議
室
【
問
】
役
場
六
郷
支

所
庶
務
係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
12
月
13
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
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■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
診 療日：月曜（午前）/ 火曜（午後）

/ 金曜（午前）/ 土曜（午前）
※ 12/ ５ ㈪、12/19 ㈪ は 15:30 か ら
16:30 まで診察します。
■整形外科
[ 診察日 ]12/ ８㈭午前、12/22 ㈭午前
※都合により１月から休診します。

【診療時間】
　午前９時～正午  /  午後２時～５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保年金係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
12

月
８
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁

舎
１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

■診療体制
月 火 水 木 金 土

午前 山田 × × 井山 山田 三澤

午後 小俣 河野 × × × ×

■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106



　

町
で
は
合
併
５
周
年
を
記
念
し

て
『
市
川
三
郷
音
頭
』
を
製
作
し

ま
し
た
。

　
『
市
川
三
郷
音
頭
』
は
加
藤
幸

春
さ
ん
（
葛
篭
沢
）
が
作
詞
を
、

東
京
在
住
の
作
曲
家
、
原
賢
一
さ

ん
が
作
曲
を
担
当
し
ま
し
た
。
歌

詞
は
４
番
ま
で
あ
り
町
の
地
勢
、

名
所
、
特
産
物
な
ど
が
詠
わ
れ
、

ま
た
サ
ビ
の
部
分
に
は
市
川
三
郷

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
「
に
ん
に
ん
」「
ど

ん
ど
ん
」「
ぽ
ん
ぽ
ん
」
の
名
前

が
連
呼
さ
れ
る
な
ど
、
一
度
聞
い

た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
親
し
み
や
す

い
音
頭
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

踊
り
の
振
り
付
け
は
志
村
静
子

さ
ん
（
落
居
）
が
担
当
。
自
ら
考

え
た
振
り
付
け
を
町
内
の
踊
り
愛

好
家
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
に
教

え
、
そ
の
後
、
代
表
者
が
そ
れ
ぞ

No.075 1�

振り付けは歌詞からイメージ

市
川
三
郷
音
頭
完
成
！

ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
で
初
披
露

１
．
ハ
ア
ー

　

二
千
五
年
に 

産
声
あ
げ
た

　

お
ら
が
市
川 

三
郷
町

　

甲
府
盆
地
の 

東
南
端
を
（
ソ
レ 

ソ
レ
）

　

富
士
山
に
向
か
っ
て 

身
延
線

　

七
つ
の
駅
で 

客
を
呼
び
（
ソ
レ
）　

　

に
ん
に
ん 

ど
ん
ど
ん  

ぽ
ん
ぽ
ん

　

町
の
レ
ン
ジ
ャ
ー 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

こ
こ
ろ
揃
え
て 

み
な
踊
れ
（
ソ
ー
レ 

ソ
レ 

ソ
レ
）

２
．
ハ
ア
ー

　

富
士
山
が
背
負
っ
た 

太
陽
さ
ん
が

　

今
日
も
笑
顔
で 

三
郷
町

　

愛
の
ふ
る
さ
と 

三
つ
の
町
は
（
ソ
レ 

ソ
レ
）

　

恵
み
ゆ
た
か
に 

育
つ
町

　

み
た
ま
の
夜
は 

露
天
風
呂
（
ソ
レ
）

　

に
ん
に
ん 

ど
ん
ど
ん 

ぽ
ん
ぽ
ん

　

町
の
レ
ン
ジ
ャ
ー 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

こ
こ
ろ
揃
え
て 

み
な
踊
れ
（
ソ
ー
レ 

ソ
レ 

ソ
レ
）

３
．
ハ
ア
ー

　

艶
を
競
っ
て　

寺
所
桜

　

富
士
山
も
機
嫌
で　

仲
間
入
り

　

お
国
名
物　

は
ん
こ
の
町
に
（
ソ
レ 

ソ
レ
）

　

心
い
や
せ
る　

つ
む
ぎ
の
湯

　

笑
顔
で
孫
も　

つ
い
て
く
る
（
ソ
レ
）

　

に
ん
に
ん　

ど
ん
ど
ん　

ぽ
ん
ぽ
ん

　

町
の
レ
ン
ジ
ャ
ー　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

こ
こ
ろ
揃
え
て 

み
な
踊
れ
（
ソ
ー
レ 

ソ
レ 

ソ
レ
）

４
．
ハ
ア
ー

　

紅
葉
四
尾
連
湖 

大
門
碑
林
公
園

　

名
所
揃
い
の 

町
自
慢

　

歌
舞
伎
公
園 

甲
府
の
夜
景
（
ソ
レ 

ソ
レ
）

　

和
紙
と
花
火
の 

神
明
社

　

夜
空
の
馳
走 

ひ
と
め
ぼ
れ
（
ソ
レ
）

　

に
ん
に
ん 

ど
ん
ど
ん 

ぽ
ん
ぽ
ん

　

町
の
レ
ン
ジ
ャ
ー 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

こ
こ
ろ
揃
え
て 

み
な
踊
れ
（
ソ
ー
レ 

ソ
レ 

ソ
レ
）

５
．
ハ
ア
ー

　

夢
の
あ
る
町 

明
る
い
未
来

　

お
ら
が
市
川
三
郷
町

　

桃
に
ぶ
ど
う
に 

甘
々
娘
（
ソ
レ 

ソ
レ
）

　

秋
は
稲
穂
の 

波
が
た
ち

　

頭
べ
を
さ
げ
る 

町
に
な
る
（
ソ
レ
）

　

に
ん
に
ん 

ど
ん
ど
ん 

ぽ
ん
ぽ
ん

　

町
の
レ
ン
ジ
ャ
ー 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

こ
こ
ろ
揃
え
て 

み
な
踊
れ
（
ソ
ー
レ 

ソ
レ 

ソ
レ
）

『
市
川
三
郷
音
頭
』

　

作
詞
・
加
藤
幸
春　

作
曲
・
原
賢
一　

　

三
味
線
譜
・
仲
原
真
理
子　

歌
・
長
田
淡
楫
、
水
木
綾
音

10
月
30
日
に
六
郷
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
「
は
ん
こ
日
本
一 

六

郷
の
里
秋
ま
つ
り
」
で
『
市
川
三

郷
音
頭
』
が
歌
、
踊
り
と
と
も
に

一
般
に
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

れ
の
グ
ル
ー
プ

に
伝
え
る
な
ど

し
て
踊
り
の
輪

を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

も
と
も
と
ふ

る
さ
と
春
ま

つ
り
で
披
露
す

る
は
ず
だ
っ
た

『
市
川
三
郷
音

頭
』
で
し
た
が
、

春
は
震
災
の
た

め
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
。
待
ち
に
待
っ
た

お
披
露
目
に
志
村
さ
ん
は
「
こ
の

よ
う
な
大
き
な
ま
つ
り
で
披
露
で

き
る
こ
と
は
大
変
光
栄
。
中
断
し

て
い
た
夏
の
間
、
私
も
他
の
踊
り

の
代
表
者
も
地
道
に
踊
り
の
指
導

や
練
習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
今

後
も
活
動
を
続
け
、
こ
の
踊
り
を

大
き
く
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▶踊りグループの代表者に振り付けの指
導をする志村静子さん（右から２人目）

「市川三郷音頭」の音源
（CD）を町内在住の方に

限り、希望者に無料で差
し上げます。町総務課庶
務係☎ 055-272-1101 まで
お問い合わせ下さい。
※数に限りがありますの
で、無くなり次第終了し
ます。

12
2011
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「プリザーブドフラワー展」喜納マリサ（市川大門）
期間：12/1 ㈭～ 12/27 ㈫

　日本の自然の美しさに感動しています。お花をいろ
いろ学んで作った作品を、皆様に見ていただけること
を感謝しています。どうぞご覧下さい。

※プリザーブドフラワーとは、
生花とドライフラワーの中間で
生花を脱色・脱水し着色したも
のです。生花の良さを失わず、
またいつまでも楽しめます。

新 書図着

『ひとりぼっちのちいさなエルフ』 
（インケリ・カルヴォネン / ハンヌ・

タイナ/つのぶえだん/ 新教出版） 

　北国の森に、ひとりぼっちで住んでいるエルフがい
ました。エルフは今度のクリスマスにお客さんを呼ぼ
うと考えますが、うまくいきません。がっかりしたエ
ルフが思いついた素敵なアイデアとは…。北欧フィン
ランドからきた心温まるクリスマス絵本です。

　本書では、スティーブ・ジョブズという人間を、死生
観や家族といったプライベート、劣等感や自信といった
心理面も含めたトータルな面から迫る。スティーブ・ジ
ョブズの新たな一面を垣間見られるだけでなく、彼の示
唆に富む言葉が日頃の仕事に気づきを与えてくれる。

■児童向け

■一般向け

展示コーナー（本館）

■本　　館ー [ 乳幼児 ] 12/15 ㈭ 11:00 ～ 11:30
■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 ～ 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] お休みします
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] 12/20 ㈫ 15:30 ～ 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

『スティーブ・ジョブズ
　　　　　　　神の遺言』

（桑原晃弥 / 経済界新書）

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 ～ 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 ～ 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午～ 19:00［土・日］9:00 ～ 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

読書週間〔10/27 ～ 11/9〕
『信じよう本の力』

～今年も楽しい催し物がいっぱい～

　12 月11日 ㈰
 　　PM1:30 ～ 3:00

【場所】市川大門町民会館２階講堂
【内容】影絵、パネルシアター、大型絵本  他

募  

集

図書館ではイベントの手伝い、絵本の読みき
かせなどのボランティアを募集しています
※活動時間は要相談
　問町立図書館本館☎ 055-272-8888

◀大人のためのおはなし会

　おはなしは大人のこころ
も癒してくれます。本館で
は 11 月 13 日、 大 人 の た
めのおはなし会を開催しま
した。忙しい日々を過ごし
ている方が多いなか、こん
なホッとできる時間がある
のも良いものかもしれない
ですね。

図書館クリスマス会

～ Bay4# による楽しいゴスペルコンサート～

 12 月 23 日   PM2:00 ～
【場所】みたま児童館
【出演】Ｂａｙ４＃（ベイフォー）
【曲目】恋人たちのクリスマス、ルパン

３世のテーマ、風になりたい、スタジ
オジブリメドレー、Joyful,Joyful 他
※当日、保存期間の過ぎた雑誌を差し上げます。

X'masゴスペルコンサート

教えて下さい！
あなたが読んで面白かった本、感動し
た本、心に残った本を教えて下さい。

あなたの 一冊

▲朗読サロン（10/22）
　市川大門町民会館ロビーで「朗読サロン」を開催しました。

「橡の会」によって、楽しいものからじっくり聞かせるものま
で幅広い作品が朗読されました。また、根津ピアノの演奏と
のコラボもあり、独特な雰囲気を醸し出していました。
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町
生
活
環
境
課
で
は
、
次
の
と
お
り
臨

時
清
掃
作
業
員
と
水
道
検
診
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
臨
時
清
掃
作
業
員

【
募
集
人
数
・
内
容
】
１
名
・
不
法
投
棄

の
監
視
や
回
収
、
水
路
等
の
清
掃
作
業

【
業
務
日
程
】
平
日
（
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）

【
応
募
条
件
】
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
定
を
適
用

■
水
道
検
針
員

【
募
集
人
員
】
▽
三
珠
地
区
１
名
▽
市
川

地
区
１
名
▽
六
郷
地
区
１
名

【
業
務
内
容
】
毎
月
上
旬
、水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
、
一
部
使
用
者
の
集
金

【
業
務
日
程
】
毎
月
２
〜
３
週
間
程
度
（
地

域
に
よ
っ
て
日
数
差
あ
り
）

【
応
募
条
件
】
原
動
機
付
自
転
車
以
上
の

免
許
を
有
す

【
待
遇
】
１
件
70
円
（
各
検
針
・
集
金
）

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

【
受
付
期
限
】
12
月
26
日
㈪

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
・
面
接
（
試
験

日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
生
活
環

境
課
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
２

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
落
居
団
地

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
戸
数
】
町
営
落
居
団
地
３
Ｄ
Ｋ

（
1
戸
）
昭
和
55
年
築

【
家
賃
】
前
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
（
参

考
）
▽
１
４
７
０
０
円
〜
３
３
９
０
０
円

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
▽
現
在
、
他
の
公
営

住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と
他

【
募
集
期
間
】
12
月
6
日
㈫
〜
19
日
㈪
（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜

５
時
15
分
）
※
入
居
は
1
月
初
旬
か
ら

【
申
込
方
法
】
必
要
書
類
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
ま
た
は
申
し
込
み
事
情
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
建
設
課
ま
で

持
参

【
選
考
方
法
】
市
川
三
郷
町
営
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る

【
問
い
合
わ
せ
】
町
建
設
課
町
営
住
宅
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
０

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
一
週
間
は

「
第
63
回
人
権
週
間
」
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
「
特
設
人
権
相
談
所
（
困
り
ご
と

何
で
も
相
談
所
）」
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
難
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ

ん
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
６
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

【
場
所
】
▽
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
和
室
小
▽
市
川
大
門
町
民
会
館
２
階
視

聴
覚
室
▽
六
郷
町
民
会
館
２
階
小
会
議
室

【
相
談
内
容
】
い
じ
め
、体
罰
、差
別
問
題
、

近
隣
の
も
め
ご
と
な
ど

【
担
当
者
】
人
権
擁
護
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】
町
町
民
課
町
民
係
☎

０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
５

※
７
月
１
日
よ
り
望
月
典
子
さ
ん（
岩
間
）

が
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
10
月
１
日
よ
り
小
林
潔
さ

ん
（
山
保
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

内
各
地
へ
担
当
相
談
員
が
出
向
い
て
「
移

動
県
民
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
24
年
１
月
19
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
南
巨
摩
合
同
庁
舎
２
階
Ａ
・
Ｂ

会
議
室

【
内
容
】
法
律
相
談
（
近
隣
問
題
、
土
地

住
宅
、
相
続
、
金
銭
貸
借
）、
交
通
事
故

相
談
、
消
費
生
活
相
談

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
県
民
セ
ン
タ
ー

（
相
談
・
啓
発
ス
タ
ッ
フ　

山
本
）
☎

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
７
１

　

山
梨
県
で
は
、
平
成
24
年
３
月
新
規
学

卒
者
等
対
象
に
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
13
日
㈫
午
後
1
〜
４
時
（
受

付
は
正
午
〜
午
後
３
時
30
分
）

【
場
所
】
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
３
階
グ

レ
ー
ス
（
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
）

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
者
】
平
成
24
年
３
月
に
高
校
ま
た

は
大
学
等
の
卒
業
予
定
者
▽
高
校
ま
た
は

大
学
等
を
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

【
参
加
企
業
】
労
政
雇
用
課
の
Ｈ
Ｐ
で

順
次
公
開
し
ま
す
。http://w

w
w

.pref.
yam

anashi.jp/rosei-koy/index.htm
l

【
申
し
込
み
】
卒
業
予
定
の
高
校
生
は
、

学
校
を
通
し
て
申
し
込
む
（
就
職
活
動
中

の
方
は
申
し
込
み
不
要
）

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
産
業
労
働
部

労
政
雇
用
課
地
域
雇
用
担
当
☎
０
５
５

（
２
２
３
）
１
５
６
２

　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
能

力
開
発
の
機
会
と
し
て
次
の
と
お
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

■
生
産
管
理
（
定
員
20
名
）

【
日
時
】
平
成
24
年
１
月
12
日
〜
31
日
午

後
６
時
〜
午
後
９
時
（
６
日
間
・
18
時
間
）

【
内
容
】
生
産
管
理
の
重
要
性
・
原
価
監

理
と
在
庫
管
理
の
基
本
・
生
産
計
画
シ
ス

テ
ム
の
基
本　

な
ど

【
受
講
料
】
▽
会
員
８
０
０
０
円
▽
会
員

外
１
０
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
締
切
】
平
成
24
年
１
月
５
日
㈭

■
ア
ク
セ
ス
２
０
０
７
活
用（
定
員
20
名
）

【
日
時
】
平
成
24
年
１
月
18
日
〜
25
日
午

後
６
時
〜
午
後
９
時
（
６
日
間
・
18
時
間
）

【
内
容
】
ア
ク
セ
ス
の
応
用
操
作
を
習
得

す
る

町
臨
時
職
員
募
集

町
生
活
環
境
課

移
動
県
民
相
談
を
開
催

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

町
営
団
地
入
居
者
募
集

町
建
設
課

新
規
学
卒
者
等
合
同
就
職
面
接
会

山
梨
県
産
業
労
働
部

能
力
開
発
教
室
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

町
町
民
課

↖
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【
受
講
料
】
▽
会
員
８
５
０
０
円
▽
会
員

外
１
０
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
締
切
】
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬

■
中
堅
社
員
訓
練
（
定
員
15
名
）

【
日
時
】
平
成
24
年
１
月
23
日
・
25
日
〜

27
日
午
後
６
時
〜
午
後
９
時
（
４
日
間
12

時
間
）

【
内
容
】
組
織
か
ら
の
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
行
動
で
き
る
中
堅
社
員
の
育
成

を
目
指
す
。

【
受
講
料
】
▽
会
員
７
０
０
０
円
▽
会
員

外
９
５
０
０
円

【
申
込
締
切
】
平
成
24
年
１
月
17
日
㈫

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

※
い
ず
れ
の
教
室
も
、
会
場
は
山
梨
県
立

中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
職

業
能
力
開
発
協
会
総
務
企
画
課
（
丹
澤
）

☎
０
５
５
（
２
４
３
）
４
９
１
６

　

山
梨
県
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
自

動
車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
対
象
期
間
は
、
平
成
23
年
１

月
か
ら
12
月
で
す
。

【
対
象
者
】
自
動
車
税
、
ま
た
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

の
方
▼
療
育
手
帳
Ａ
の
方
▼
戦
傷
病
者

手
帳
特
別
項
症
第
１
項
症
ま
た
は
第
２

項
症
に
該
当
す
る
方

【
申
請
用
紙
】
▽
峡
南
保
健
福
祉
事
務

所
▽
町
役
場
福
祉
支
援
課
▽
三
珠
支
所

▽
六
郷
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
領
収
書
ま
た
は
支
払
い

証
明
書
が
必
要
で
す
。

【
受
付
日
時
・
会
場
】
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽ 

平
成
24
年
１
月
17
日
㈫
身
延
町
中
富

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
１
階

▽ 

平
成
24
年
１
月
19
日
㈭
市
川
三
郷
町

役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室

▽ 

平
成
24
年
１
月
24
日
㈫
南
部
町
活
性

化
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽ 

平
成
24
年
１
月
27
日
㈮
南
巨
摩
合
同

庁
舎
１
階
小
会
議
室

※
右
記
日
程
に
都
合
の
つ
か
な
い
場
合

は
、峡
南
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課（
南

巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
）
で
も
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
た
だ
し
２
月
３
日
㈮
午
後

４
時
が
最
終
期
限
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
福
祉
課
☎
０
５
５
６
（
22
）

８
１
４
５

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

第５回フードドライブ
～誰もが食を分かち合える社会に～

ご家庭や職場に眠っている食品をご寄付下さい

　県内でも厳しい生活状況の中、食に困る方が急増し、その支援に多く
の食品が必要となっています。
　町社会福祉協議会では、ＮＰＯ法人フードバンク山梨のフードドライ
ブ事業に協賛しています。皆さまのご家庭にある食品をお寄せ下さい。
いただいた食品は緊急性のある生活困窮者、炊き出し、路上生活者、外
国人支援団体、母子家庭、児童養護施設、障害者施設、高齢者などにフー
ドバンク山梨が届けます。みなさまのご協力をお願いします。

【募集期間】土日月を除く 12 月６日 ㈫ ～ 12 月 16 日 ㈮
【寄付いただきたい食品】穀類 / 保存食品（缶詰・瓶詰など）/ 調味

料 / 食用油 / インスタント食品 / レトルト食品 / 飲料 / 乾物 / ギフ
トパック　他

【注意】次の食べ物はご遠慮下さい。
□賞味期限が明記されていないもの  □賞味期限が１カ月未満のも
の  □開封済みのもの  □破損等で中身が出ているもの
※お米は常識の範囲内で古くないものをお願いします

【収集場所】□町社協本所（老健施設内）☎ 055-272-4179
□町社協三珠支所（三珠総合福祉センター内）☎ 055-272-2881
□町社協六郷支所（六郷町民会館内）☎ 0556-32-3847

【問い合わせ】ＮＰＯ法人フードバンク山梨☎ 055-282-8798

　

六
郷
地
区
公
民
館

　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

六
郷
地
区
公
民
館
で
は
、
年
末
に
か
け

て
様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

■
正
月
飾
り
を
作
ろ
う

【
日
時
】
12
月
23
日
㈮
㈷
午
前
10
時
〜

【
場
所
】
六
郷
地
区
公
民
館
ホ
ー
ル

【
持
ち
物
】
剪
定
ば
さ
み
、
ペ
ン
チ

【
料
金
】
６
０
０
円
（
申
し
込
み
制
で
す
。

12
月
16
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

■
ク
リ
ス
マ
ス
親
子
料
理
教
室

【
日
時
】
12
月
23
日
㈮
㈷
午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
調
理
室

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

【
料
金
】
２
０
０
円
（
申
し
込
み
制
で
す
。

12
月
19
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

こ
こ
ろ
穏
や
か
に
…
こ
こ
ろ
豊
か
に
…

【
日
時
】
12
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】
六
郷
地
区
公
民
館
ホ
ー
ル

【
出
演
】
▽
ビ
ー
ト
レ
ス
（
ビ
ー
ト
ル
ズ
コ

ピ
ー
バ
ン
ド
）
▽
志
村
か
お
り(

メ
ゾ
・

ソ
プ
ラ
ノ)

▽
野
澤
百
合(

ピ
ア
ノ)

▽
ベ

ル
イ
ズ
ム
▽
か
お
り
の
会
▽
櫻
樹
▽
六
郷

小
６
年
生
▽
六
郷
中
吹
奏
楽
部

【
料
金
】
２
０
０
円
（
申
し
込
み
制
で
す
。

12
月
19
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
役
場
六
郷

支
所
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
１
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　峡南広域行政組合消防本部では 10 月 25 日、
同訓練場で第 30 回消火技術競技大会を行い、
管内の 21 事業所が参加しました。参加者は、
消火器や消火栓の使い方、連携して 119 番通報
を行うなどの初期消火作業の正確さと鎮火まで
の時間を競いました。町内では㈱アスクテクニ
カが消火器一般の部で優勝を果たしました。

初期消火の正確さと速さ競う
消火技術競技大会

地域の話題や情報
をお寄せ下さい
総務課広聴広報係
☎ 055-272-1101

　10月 21 日、市川大門町民体育館で第 34回赤十字
奉仕団等災害救護訓練が開催されました。日本赤十字
社山梨県支部では、毎年県内４地域で広域的な訓練
を実施しています。この日は峡南地域の訓練を行い、
日本赤十字社市川三郷町分区など赤十字の奉仕団員
約 200 名が参加しました。団員たちは一時救命処置、
応急手当、搬送、炊き出しなど有事の際に必要な技能
と行動力を養いました。

災害時、地域間での連携を深める
赤十字奉仕団員等災害救護訓練

　町社会福祉協議会では 11 月 10 日、玉穂ふれあい
診療所の長田牧江看護師長を市川小学校に招き「生命
についての講演会」を開催しました。この講演会は市
川小の学校開放日に行われ、６年生の授業として一般
に公開されました。長田看護師長は、人生の最後を迎
える方たちの望みや最後の様子など、実際に自分が現
場で関わってきた体験を紹介し「命とは場所や色は人
それぞれで違い、それを決めるのは自分自身の生き方。
自分を大切にして精一杯生きてほしい」と説きました。
また、児童からは「両親と一緒に過ごせる時間は限ら
れていることがわかったので、一日一日を悔いのない
ように生きていきたい」との感想が聞かれました。

これがいのちです。あなたのこころです
生命についての講演会

　町教育委員会では 11月 10 日、三珠保育所で
サッカー教室を開催しました。講師にあたった
のは、元Ｊリーガーで浦和レッズに在籍中Ｊリー
グオールスターにも選出された福永泰さん。教
室には保育所の年中組、年長組が参加し、ドリ
ブルの練習やミニゲームなど遊び感覚でボール
の扱いを教わりました。

将来のＪリーガーは君たちだ！
スポーツ選手活用体力向上事業「サッカー教室」



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　「円盤を使ったカーリングのような
スポーツとは？」の答えは③番の「デ

ィスコン」が正解でした。誰でもでき
るスポーツなので、あなたも挑戦して
みては？

　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
澤登かね子さん、小林宏基さん、小

林益美さん、ブックマークさん、ド

ッヂボールさん

① 生花をなるべく生花に近い状態
　に特殊加工した花
② 80 年代に英国で起こったロック
　ムーブメント
③ 日本全国の河川敷などで普通に
　見られるキク科の多年草

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）12 月 15 日必着

《問題》
～ヒントは広報紙の中に～

　プリザーブドフラワーって何？
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と
っ
て
も
大
き
な

サ
ツ
マ
イ
モ
が

掘
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

何
年
も
栽
培
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
だ
け
大
き

い
の
は
初
め
て
で
す
。

２
・
５
キ
ロ
あ
り
ま
し
た
。（
黒
沢
／
Ｍ
・
Ｋ

さ
ん
／
70
代
女
性
）

広
報
で
は
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
写
真

も
募
集
し
て
い
ま
す
。（
広
聴
広
報
係
）

お
便
り

　

上
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
で
は

８
年
間
に
わ
た
り
、
上
野
小
学

校
周
辺
の
通
学
路
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー

ル
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、

２
０
０
０
年

に
新
潟
県
で

起
き
た
女
子

児
童
の
逮
捕

監
禁
事
件
。

パ
ト
ロ
ー
ル

は
22
人
の
メ

ン
バ
ー
が
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
、

２
人
１
組
で

児
童
の
下
校

時
間
に
合
わ

せ
て
見
回
っ
て
い
ま
す
。
パ
ト

ロ
ー
ル
中
、
不
審
者
な
ど
を
見

か
け
た
ら
学
校
に
連
絡
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

図
り
ま
す
。

　
「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
て
か

ら
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
気
に
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
小

林
は
る
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）。

「
子
ど
も
た
ち
と
も
仲
良
く
な

れ
た
し
、
歩
く
こ
と
で
健
康
づ

く
り
に
も
な
り
ま
す
」
と
一
石

二
鳥
の
成
果
を
喜
ぶ
の
は
八
木

八
重
子
さ
ん
（
写
真
左
）

　

山
口
昇
会
長
（
写
真
右
）
に

よ
る
と
、
春
に
は
鰍
沢
警
察
署

か
ら
感
謝
状
を
授
与
し
た
と
の

こ
と
。「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
け
る

環
境
づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

通
学
路
で「
笑
顔
」と「
安
全
」
を

届
け
る
上
野
老
人
ク
ラ
ブ

▲下校時のパトロールをする上野老人クラブメンバー

　町社会福祉協議会では 10月 29 日、福祉のこころ醸成事業
の一つとして「よっちゃばってカレーにしらだー」を開催しま
した。地域で福祉のこころを育てることと世代間の交流が目的
で、今回は市川小児童と市川大門老人クラブ、NPO法人みん
なの広場市川三郷のメンバー約 30人が参加しました。子ども
たちは慣れないながらも包丁を操り、老人クラブの方たちらに
教わりながら、美味しいカレーライスを作り上げました。

よっちゃばってカレーにしらだぁ！
町社協・世代間交流事業 in 市川
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　妊娠、出産、育児、についてじっくり学んでみま
せんか？パパ、ママそろってご参加下さい。

【日時】12 月 11 日 ㈰ 午前 10 時～午後１時
【場所】三珠総合福祉センター１階和室
【持ち物】母子健康手帳、父子健康手帳
【内容】妊婦体験、フリートーク　他

※予約制です。12 月５日㈪までにいきいき健康課
子育て支援係までお申し込み下さい。

～ パパママ学級 ～

■ 特定健診の結果、メタボリックシンド
ロームやその予備群に該当した方は、
別の日程になります。該当する方は 11
月 25 日までに個人あてに通知します。
指定された日時にお越し下さい。

■ 胸部レントゲンだけの受診の方は対象
外です。異常が見つかった方には後日
お知らせします。

■ 対象地区を指定していますが、ご都合
のつく会場にお出かけ下さい。

【持ち物】▶「住民健康診断のご案
内」のオレンジ色の封筒（受診番号
が貼ってあります）▶健康手帳

住民健康診断結果説明会

※ 11/28 までに、町から結果が送付されない方は必ずお越し下さい。

■□■高齢者インフルエンザ予防接種（個別接種）
【対象者】接種日において 65 歳以上の希望者
【接種期間】平成 24 年１月 31 日まで

※必ず、希望する医療機関へ予約をして下さい。
【公費負担】町から１人１回のみ、2,000 円の補助

をします。差額は自己負担となります。
【持ち物】予防接種接種券・予診票、健康手帳

■□■ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
※町営国民健康保険診療所では都合により、当面の
間接種を見合わせています。
■□■子宮頸がん予防ワクチン
小６～高３相当の方の接種を全額助成します。

※  H24/4/1 以降の接種は全額自己負担となります。
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）
■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
■□■日本脳炎
詳しくは７月号９ページをご覧下さい。
■□■麻しん、風しん予防接種

【対象者】

▪第１期⇨１歳以上２歳未満の児
▪第２期⇨５歳以上７歳未満の児
▪第３期⇨中学１年生
▪第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
▪修学旅行などの学校行事として海外に行く場合

は、高校２年生に相当する方でも接種ができます。

※ 学校行事で海外に行くなどの事情がない場合は、
18 歳となる日の属する年度に接種して下さい。

※  H25/4/1 以降の接種は全額自己負担となります。
※ 17 ～ 18 才の期間に１回接種して下さい。
※ 予診票兼接種券は接種が済むまで保管して下さい。

※ヘルスアップ教室、貯筋教室日程はイベントカレンダーをご覧下さい

日程 時間 場所 対象地区
12/ ５㈪ 13:30 ～ 15:00 大塚交流センター 上ノ原、北区、南区

12/ ６㈫

13:30 ～ 14:00 中山集会場 畑熊、中山、垈
14:15 ～ 14:35 生活改善センター 高萩
14:50 ～ 15:10 三帳集会場 古宿、三帳
15:30 ～ 15:45 下芦川集会場 下芦川

12/ ７㈬
９:30 ～ 11:00 町屋集会場 町屋
13:20 ～ 14:00 上野集会場 上野本村
14:30 ～ 15:00 川浦集会場 川浦、樋田

12/ ８㈭
９:30 ～ 10:00 矢作集会場 矢作
10:30 ～ 11:00 上野桃林橋集会場 上野桃林橋
13:30 ～ 14:30 道林集会場 道林、大塚桃林、下河原

～　予防接種　～

【期間】来年１月 31日まで（期間外は実費になります）
【対象】平成 24 年３月末日現在で 20 歳以上の女性
【自己負担金】■頸部検診 1,500 円

■頸体部検診 2,200 円（医師が必要と認めた方のみ）
【持ち物】すでに送付済みの受診票、保険証

※ 今から受診を希望される方は健康増進係まで連絡
をお願いします。

※クーポン券対象の方は必ずクーポン券を持参して下さい。
★☆★ 今からでも申し込みできます！ ★☆★

～　子宮がん検診　～

受診者
募集

住民健康診断（追加開催）
【日時】12 月 11 日㈰ 午前８時～ 10 時 30 分
【場所】三珠健康管理センター
【対象地区】全地区
【申し込み方法】氏名・住所・生年月日・

希望検診項目・送迎の有無
⇒ 12/ ６日㈫までに電話にてお申し込み下さい。

※すでに受診済みの項目は受けられません。
※町の人間ドックを受診された方は受けられません。
※  35 歳以上の国保加入者は、特定健診とがん検

診（除く子宮がん検診）をセットで受けると無
料になります！



　今年は３月 11 日に東日本大震災が発生し、
日本中の人が心身ともに大きな痛手を負いまし
た。まだ被災地は多くの課題を抱えたまま、寒
い冬に入ります。
　本町では、５人の保健師が被災地支援に入り
避難所や仮設住宅の支援活動を行いました。避
難所には、常備薬を失った方、通院したくても
手段がなく中断している方、風邪をひき夜中に
咳をしている方が多く見られました。また、食
事も支援物資のものばかりで塩分や脂肪分が多
く、血圧の高い人も…。日中することがない高
齢者は、寝ている方も多く筋力の低下が伺えま
した。
　避難所では辛いことばかりですが、私たちが
活動をした避難所は、同じ区の方々が避難して
いたためしっかりと自治が維持され毎晩話し合
いを持って情報を共有できていました。うがい
や手洗いの徹底、ゴミの出し方の工夫、塩分を
控える方法などを話し合い、避難所が 1 つの家
族の様でした。
　そこで、私たちが支援をとおして学んだこと、
災害時の心得をお伝えます。
①毎日飲む薬は避難する際に持参する。
② 薬の種類が書いてある紙は、非常持ち出し袋

に入れておく。
③ 介護者は主治医や介護支援専門員などと災害

時の対応について具体的に話し合っておく。
④ 日ごろの近所付き合いを大切にする（多くの

方が防災無線よりも隣近所の声かけで避難し
命が救われた）

⑤ 避難所までの経路や避難所運営を自治防災区
で具体的に訓練しておく。組単位での場所割
りが自治運営に必要です。

　私たちは被災地支援活動をとおして、伝えき
れない程の多くの教訓を学びました。ここに書
いたものはほんの１部です。またの機会にお伝
えできればと思います。
　それでは皆様、飲みすぎ、食べ過ぎに注意し
良い年をお迎え下さい。（保健師・青柳世津子）

東日本大震災を忘れないで…

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】12/６㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 23 年５月、８月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】12/15 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 22 年 11 月、平成 23 年２月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川大門地区の方対象
【とき・場所】12/ １ ㈭  市川大門町民会館
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 20 年８～ 10 月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診票、尿スティック、普段

使用の歯ブラシ
■□■六郷地区幼児健診

【とき・場所】12/21 ㈬ 六郷ふれあいセンター
 １歳６カ月児・３歳児 ⇨ 午後１時～１時 30 分
 ５歳児 ⇨ 午後１時 30 分～
 １歳６カ月児 ⇨ 平成 22 年４～６月の出生児
 ３歳児 ⇨ 平成 20 年８～ 10 月の出生児
 ５歳児 ⇨ 平成 18 年 10 ～ 12 月の出生児

【持ち物】母子健康手帳、問診票、普段使用の歯ブラシ、
尿スティック（３歳児のみ）

～　乳児・幼児健診　～

■ 12/ ６㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■ 12/14 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■ 12/22 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
　※発行にはおおよそ２時間かかります。

【持ち物】印鑑
　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

【

対

象

】

【
受
付
】

～ 市川三郷こころの相談ダイヤル ～

　　     ☎ 0556-32-1300
（いきいき健康課内　平日 9:00 ～ 16:00）

　ひとりで悩まないで、こころの苦しみを
 相談してみませんか？（いきいき健康課）

津波によって甚大な被害を受けた陸前高田市



■工事指定店連絡先
水電社　　　　　☎ 055-272-4741
丸松　　　　　　☎ 055-272-3505
鷹野設備　　　　☎ 055-272-3523
不二家設備　　　☎ 055-272-2590
大森設備サービス☎ 055-272-0077
長田設備工業　　☎ 055-272-7018
塩島設備　　　　☎ 055-272-2492
芦沢設備工業　　☎ 0556-32-3723
共進美瑠　　　　☎ 0556-32-2494

年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内
■みたまの湯
　休まず営業します

■つむぎの湯
　休館日：12/28（定休日）・１/１（元旦）

■地場産業会館（印章資料館）

■役場一般業務

■町立図書館

■歌舞伎文化公園

■大門碑林公園
　休館日：12/26 ～１/ ４

　休館日：12/29 ～１/ ３

　【全館】休館日：12/28 ～１/ ４

 　休庁日：12/29 ～１/ ３
 　（急用時）
     午前８:30 ～午後５:15 は
　　日直業務者が対応
     午後５:15 ～午前８:30 は
　　本庁舎⇨宿直が対応
　　 三珠・六郷庁舎⇨テレビ電話に

て宿直が対応

　休館日：12/29 ～１/ ８

■水道業務
　休業日：12/29 ～１/ ３
※宅内水道管の故障などは、次の
工事指定店へご連絡下さい。

■町立病院の外来診察

■ニードスポーツセンター

■各地区公民館
　地区により休館日が異なります。前も
って各地区館にお問い合わせ下さい。

　休館日：12/29 ～１/ ３

▶急患の場合
 【町立病院】☎ 055-272-3000
 【峡南消防本部北部消防署】
　☎ 055-272-1919 へ

■リサイクルステーション

■粗大ゴミの収集

■ごみの持込について
【三珠・市川地区にお住まいの方】

   持込先⇨中巨摩地区広域事務組合清
　　　　掃センター☎ 055-273-5711

  休業日 12/31 ～ 1/3
  （時間）午前 8:30 ～午前 11:30
    　　　午後 1:00 ～午後 4:00

【六郷地区にお住まいの方】
  持込先⇨峡南衛生組合
                   ☎ 0556-42-2207
  休業日 12/29 ～ 1/3
  （時間）午前 9:00 ～午後 4:00
　※ ただし 12/30 は燃えるゴミのみ収

集します。持ち込みも可能です。

収集日：12/25 ㈰
　【時間】午前 9:00 ～正午
　【場所】町役場三珠庁舎東側駐車場

　年始・年末を通して利用可能です
が、12/29 ～１/ ３は収集ができませ
ん。ステーション内が清潔に保てる
よう、ご協力下さい。

■可燃物・不燃物の収集
　ゴミ収集カレンダー、または広報紙
イベントカレンダーをご覧下さい。

■三珠国民健康保険診療所

　休診日：12/29 ～１/ ３

　休診日：12/28 ～１/ ５

三 珠 地 区 公 民 館 ☎ 055-240-4153
中 央 公 民 館 ☎ 055-272-3811
市 川 上 地 区 公 民 館 ☎ 055-272-4792
市 川 中 地 区 公 民 館 ☎ 055-272-6094
市 川 下 地 区 公 民 館 ☎ 055-272-8038
高 田 地 区 公 民 館 ☎ 055-272-3500
山 保 地 区 公 民 館 ☎ 055-272-1472
大 同 地 区 公 民 館 ☎ 055-272-6448
六 郷 地 区 公 民 館 ☎ 0556-32-2111

■火葬業務
　休業日：１/ １～１/ ３

12 月の開催日（日付順）

14 日（水）本庁舎
15 日（木）六郷庁舎
20 日（火）三珠庁舎

午前９時～正午

総務課広聴広報係☎ 055-272-1101　
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111

※ 申し込みの必要はありませんが、希望
者多数の時はお待ちいただく場合があ
ります。

※ 人数が多い時はお一人様 20 分程度で
お願いします。

市川三郷町ふるさと冬まつり

12/17土 

大塚にんじん販売、大塚ごぼう販売、に
んじん品評会、味わいコーナー、収穫体
験、印章篆刻体験、農産物特産品直売、
抽選会、歌舞伎太鼓演奏、模擬店 など

みたまの湯駐車場
雨天決行 / 荒天時中止 

AM9:30 ～正午

2011のっぷい
大塚にんじん収穫祭

問ふるさと冬まつり実行委員会（町産業
振興課商工観光係☎ 055-240-4157）

らっしゃい！

大木の秋祭り今月の表紙

　黒沢の大木地域では毎年11月３日の文
化の日、神明社の祭りと同時に旧市川南
分校校庭で運動会を
開催しており、今年は
グラウンドゴルフが行
われました。小さな集
落の小さな校庭です
が、端から端まで目い
っぱい使ってコースを
設定し年齢の壁を越
え楽しみました。


